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宗
教
音
楽
と
教
化

西
　
口
　
玄
　
修

は
じ
め
に

　
国
歌
、
校
歌
、
社
歌
な
ど
は
、
歌
う
人
数
が
多
い
ほ
ど
よ
り
帰
属
意
識
が
高
ま
り
、
外
側
に
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
効
果
が
あ
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
は
教
会
と
音
楽
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
。
ミ
サ
曲

　
レ
ク
イ
エ
ム

　
教
会
カ
ン
タ
ー
タ
等
は
、

典
礼
儀
式
の
荘
厳
さ
を
演
出
し
、
賛
美
歌
は
、
と
も
に
歌
う
こ
と
で
信
仰
を
感
化
す
る
。

伝
統
的
な
仏
教
音
楽

　
仏
教
に
お
い
て
も
、
民
族
性
や
歴
史
を
反
映
し
た
多
く
の
種
類
の
も
の
が
あ
る
が
、（
チ
ベ
ッ
ト
や
タ
イ
に
顕
著
）
一
般
に
大
乗
仏
教

が
音
楽
性
に
富
ん
で
い
て
、
寿
量
品
偈
に
も
「
諸
天
撃
天
鼓

　
常
作
衆
伎
楽
」
と
あ
る
。

　
一
番
身
近
な
の
は
、
儀
式
で
用
い
ら
れ
る
声
明
（
浪
曲
、
演
歌
の
ル
ー
ツ
と
も
い
わ
れ
る
）

　
信
徒
が
、
仏
教
の
教
義
や
仏
・
菩
薩
（
ぼ
さ
つ
）
あ
る
い
は
高
僧
の
徳
な
ど
を
、
和
語
で
讃
え
る
和
讃
。
寺
院
・
霊
場
巡
礼
の
際
に
鈴

（
れ
い
）
に
合
わ
せ
て
唱
え
る
こ
と
が
多
い
御
詠
歌
。

　
こ
れ
ら
は
、
十
六
世
紀
こ
ろ
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。 
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49 宗教音楽と教化（西口）

近
代

　
明
治
期
に
入
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
賛
美
歌
に
刺
激
さ
れ
て
西
洋
音
楽
の
様
式
で
作
曲
さ
れ
た
歌
に
よ
る
布
教
伝
道
が
開
始
さ
れ
た
。
唱

歌
に
始
ま
り
、
讃
仏
歌
（
さ
ん
ぶ
つ
か
）
オ
ペ
ラ
、
カ
ン
タ
ー
タ
、
交
響
曲
に
ま
で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
仏
教
讃
歌
は
、
仏
教
に
関
す
る
素
養
の
あ
る
作
曲
家
、
作
詞
家
に
よ
っ
て
、
明
治
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
盛
ん
に
作
ら
れ
、
現
在
ま

で
三
百
曲
以
上
（
仏
教
曲
・
曲
目
リ
ス
ト
）
の
仏
教
讃
歌
が
あ
る
。
ま
た
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
仏
教
音
楽
研
究
所
（
現
・
総
合
研
究
所 

仏
教
音
楽
・
儀
礼
研
究
室
）
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
演
奏
会
用
の
「
カ
ン
タ
ー
タ
歎
異
抄
」
な
ど
も
あ
る
。

　
楽
譜
と
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
た
著
作
と
し
て
、『
聖
歌
・
讃
歌
集
』（
全
六
巻
＋
こ
ど
も
編
全
二
巻 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所 

仏

教
音
楽
・
儀
礼
研
究
室
編
、
本
願
寺
出
版
社
）、『
曹
洞
宗
仏
教
讃
歌
集
』（
曹
洞
宗
宗
務
庁
）
な
ど
が
あ
る
。
佛
教
大
学
、
京
都
女
子
大

学
、
龍
谷
大
学
、
相
愛
大
学
、
愛
知
学
院
大
学
、
駒
澤
大
学
、
武
蔵
野
大
学
、
大
谷
大
学
、
立
正
大
学
、
大
正
大
学
な
ど
の
仏
教
系
大
学

で
は
仏
教
讃
歌
が
入
学
式
や
卒
業
式
な
ど
の
行
事
の
際
に
歌
わ
れ
る
。
ま
た
一
部
の
大
学
の
合
唱
団
で
は
、
演
奏
会
等
で
も
歌
わ
れ
て
い

る
。ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
分
野

管
弦
楽
の
分
野
で
は
、
貴
志
康
一
の
交
響
曲
「
仏
陀
」
が
す
で
に
戦
前
に
作
曲
演
奏
さ
れ
て
い
る
。

貴
志
康
一
（
一
九
〇
九
〜
一
九
三
七
）

一
九
三
四
年

　
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
指
揮
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自
作
の
交
響
曲
「
仏
陀
」
そ
の
他
を
演
奏

１
、
交
響
曲
「
仏
陀
」

　
第
一
楽
章
　「
印
度
〝
父
〞」

　
第
二
楽
章
　「
ガ
ン
ジ
ス
の
ほ
と
り
〝
母
〞」

　
第
三
楽
章
　「
釈
尊
誕
生
〝
人
類
の
歓
喜
〞」

　
第
四
楽
章
　「
摩
耶
夫
人
の
死
」

以
下
は
構
想
の
み

　
第
五
楽
章
　「
生
老
病
死
〝
青
年
時
代
〞」

　
第
六
楽
章

　「
出
家
を
決
心
す
」

　
第
七
楽
章

　「
成
道
偈
」

 

貴
志
康
一
没
後
五
十
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
交
響
曲
「
仏
陀
」
ビ
ク
タ
ー
音
楽

　
戦
後
、
大
編
成
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
混
声
合
唱
と
い
う
大
規
模
の
作
品
が
生
ま
れ
る
。

　
宗
門
の
記
念
大
会
、
教
団
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
作
曲
さ
れ
た
。

２
、
交
響
頌
偈 

「
釈
迦
」 （
一
九
八
九
年
）　
伊
福
部
昭

バ
レ
エ
音
楽
「
人
間
釈
迦
」
か
ら
音
楽
を
抜
き
出
し
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
混
声
四
部
合
唱
の
た
め
の
作
品
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。

　
第
一
楽
章
「
カ
ピ
ラ
バ
ス
ツ
の
悉
達
多
」、

王
子
と
し
て
貧
し
さ
も
飢
え
も
苦
し
み
も
知
ら
な
い
暮
ら
し
を
し
て
い
た
釈
迦
が
出
家
す
る
ま
で
、
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51 宗教音楽と教化（西口）

　
第
二
楽
章
「
ブ
ダ
ガ
ヤ
の
降
魔
」
合
唱
付
き
、

　
釈
迦
が
ブ
ダ
ガ
ヤ
で
悟
り
を
得
る
た
め
に
禅
定
に
入
る
、
パ
ー
リ
ー
語
で
数
多
く
の
煩
悩
が
歌
わ
れ
る
（
貪
　
瞋
　
痴
）。
そ
ん
な
煩

悩
の
悪
魔
と
戦
う
修
行
の
様
子
は
、
こ
の
曲
の
聴
き
所
の
ひ
と
つ
。
襲
い
来
る
煩
悩
。
男
性
合
唱
が
悪
魔
の
軍
勢
、
女
声
合
唱
が
悪
魔
の

娘
た
ち
の
甘
美
な
誘
惑
を
表
現
す
る
。

　
第
三
楽
章
は
、
悟
り
を
開
い
た
釈
迦
を
讃
え
る
。
合
唱
付
き

頌
偈
と
は
、「
佛
の
徳
を
讃
え
る
歌
」

　
ゴ
ジ
ラ
を
作
曲
し
た
伊
福
部
の
特
長
で
あ
る
土
俗
的
雰
囲
気
が
、
人
生
苦
を
。
リ
ズ
ム
の
高
揚
感
が
煩
悩
と
の
戦
い
を
現
し
最
後
は
、

仏
陀
へ
の
讃
歌
で
終
わ
る
。

　
こ
の
曲
は
浄
土
宗
東
京
教
区
青
年
会
の
委
嘱
に
よ
り
作
曲
さ
れ
一
九
八
九
年
の
四
月
八
日
に
行
わ
れ
た
「
釈
尊
降
誕
会
（
は
な
ま
つ

り
）
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
於
い
て
初
演
さ
れ
た
。

　
　
Ｃ
Ｄ

　
二
種
類
あ
り
。

３
、
松
下
真
一
作
曲

　
法
華
経
に
よ
る
カ
ン
タ
ー
タ
《
沸
陀
》
第
一
番
、
二
番
、
三
番
」

　
立
正
佼
成
会
の
委
嘱
に
よ
り
、
法
華
経
二
十
八
品
す
べ
て
を
管
弦
楽
と
混
声
合
唱
、
独
唱
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
再
現
し
よ
う
と

す
る
壮
大
な
試
み
。

　
未
完
に
終
わ
っ
た
が
、
方
便
品

　
見
宝
塔
品

　
壽
量
品
は
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
た
の
を
、
聞
い
た
記
憶
あ
り
。
Ｌ
Ｐ
そ
れ
ぞ
れ

三
枚
組
あ
り
。
入
手
困
難
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４
、
萩
原
朔
太
郎
　
作
詞
　
木
下
牧
子
　
作
曲
　「
涅
槃
」　
　
一
九
七
六
年
？

木
下
牧
子
が
、
東
京
藝
術
大
学
作
曲
科
の
卒
業
作
品
と
し
て
作
曲
。

花
ざ
か
り
な
る
菩
提
樹
の
下

密
林
の
影
ふ
か
い
と
こ
ろ
で

か
の
ひ
と
の
思
惟
に
う
か
ぶ

理
性
の
、
幻
想
の
、
情
熱
の
、
い
と
も
美
し
い
神
秘
を
お
も
ふ

涅
槃
は
熱
病
の
夜
明
け
に
し
ら
む

青
白
い
月
の
光
の
や
う
だ

憂
鬱
な
る

　
憂
鬱
な
る

あ
ま
り
に
も
憂
鬱
な
る
厭
世
思
想
の

否
定
の
、
絶
望
の
、
悩
み
の
樹
陰
に
た
だ
よ
ふ

静
か
な
月
影

哀
傷
の
雲
間
に
う
つ
る
合
歓
の
花
だ

涅
槃
は
熱
帯
の
夜
明
け
に
ひ
ら
く

巨
大
の
美
し
い
蓮
華
の
花
か

ふ
し
ぎ
な
幻
想
の
ま
ら
り
や
熱
か
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53 宗教音楽と教化（西口）

わ
た
し
は
宗
教
の
秘
密
を
お
そ
れ
る

あ
あ
か
の
神
秘
な
る
ひ
と
つ
の
い
め
え
ぢ

│
「
美
し
い
死
」
へ
の
誘
惑

涅
槃
は
媚
薬
の
夢
に
も
よ
ほ
す

ふ
し
ぎ
な
淫
欲
の
悶
え
の
や
う
で

そ
れ
ら
の
な
ま
め
か
し
い
救
世
の
情
緒
は

春
の
夜
に
聴
く
笛
の
よ
う
だ

花
ざ
か
り
な
る
菩
提
樹
の
下

密
林
の
影
ふ
か
い
と
こ
ろ
で

か
の
ひ
と
の
思
惟
に
う
か
ぶ

理
性
の
、
幻
想
の
、
情
熱
の
、
い
と
も
美
し
い
神
秘
を
お
も
ふ

そ
の
他

管
弦
楽
と
合
唱
と
ソ
リ
ス
ト
群
の
た
め
の
《
交
響
曲
第
六
番
│
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
・
サ
ン
ガ
》：
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
受
賞
（
一
九
七
四
年
）

合
唱
の
た
め
の
《
カ
ン
タ
ー
タ
・
仏
陀
│
第
三
番
》:

文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
受
賞
（
一
九
七
七
年
）

合
唱
曲
﹇
編
集
﹈

「
大
い
な
る
哉
」（
林
古
渓
作
詞
、
平
井
康
三
郎
作
曲
）【
交
声
曲
】
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「
涅
槃
」（
森
正
隆
作
詞
、
大
中
恩
作
曲
）【
交
声
曲
】

「
樹
下
燦
々
」（
阿
南
知
也
作
詞
、
清
水
脩
作
曲
）【
交
声
曲
】

「
廟
堂
頌
」（
長
田
恒
雄
作
詞
、
清
水
脩
作
曲
）【
男
声
、
混
声
】

「
仏
教
徒
の
歌
」（
小
林
一
郎
作
詞
、
山
田
耕
筰
作
曲
）【
混
声
】

「
聖
徳
太
子
の
歌
」（
野
口
雨
情
作
詞
、
山
田
耕
筰
作
曲
）【
女
声
】

「
生
命
の
光
」（
大
滝
州
代
作
詞
、
伊
藤
完
夫
作
曲
）【
混
声
】

「
善
き
友
」（
長
田
恒
雄
作
詞
、
伊
藤
完
夫
作
曲
）【
混
声
】

「
遊
化
」（
長
田
恒
雄
作
詞
、
田
中
昭
徳
作
曲
）【
混
声
】

日
蓮
宗
関
連
で
は

１
、
昭
和
二
十
八
年

　
佐
野
前
光

　
作
詞

　
宮
城
道
雄

　
作
曲 

　 

交
声
曲
（
カ
ン
タ
ー
タ
）「
日
蓮
」

　
日
蓮
聖
人
の
銅
像
が
、
福
岡
市
東
公
園
建
立
さ
れ
て
五
十
周
年
記
念
に
作
曲
を
慶
賛
会
よ
り
委
嘱
さ
れ
る
。

　
宮
城
道
雄
の
祖
父
が
熱
心
な
日
蓮
宗
の
信
者
で
、
神
戸
市
に
説
教
所
を
設
け
、
法
華
経
を
十
年
説
教
し
た
と
い
わ
れ
る
。
道
雄
は
、
幼

年
時
代
こ
の
説
教
所
の
裏
に
住
み
毎
日
お
題
目
を
聞
い
て
育
っ
た
。

楽
器
編
成

箏
　
十
七
弦

　
胡
弓

　
笙

　
尺
八

　
打
ち
物

　
　
バ
リ
ト
ン
ソ
ロ

　
混
声
合
唱

（
伴
奏
用
ピ
ア
ノ
の
譜
面
が
出
来
れ
ば
、
も
っ
と
普
及
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
）

一
．
胎
動
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日
蓮
聖
人
の
末
法
濁
世
の
世
を
救
う
機
運
到
来
を
表
す

二
．
黎
明

　
　
比
叡
山
で
の
修
行
を
終
え
、
法
華
経
を
真
実
の
教
え
と
悟
り
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
高
ら
か
に
唱
え
た
。

三
．
予
言

　
　
立
正
安
国
論
の
献
上
と
国
難
の
預
言

四
．
受
難

　
　
受
難
と
法
華
経
故
の
喜
び

五
．
旋
風

　
　
迫
害
に
耐
え
て
の
布
教

六
．
自
覚

　
　
佐
渡
流
罪
と
法
難
の
意
味
を
自
覚

七
．
静
寂

　
　
身
延
山
で
の
静
か
な
た
た
ず
ま
い
と
、
池
上
で
の
ご
入
滅

こ
こ
で
、
お
題
目
が
独
唱
の
背
景
音
楽
と
し
、
合
唱
に
よ
り
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
導
く
。

 

│
レ
コ
ー
ド
裏
面

　
吉
川
英
史
の
解
説
を
参
照
│

２
、
昭
和
五
十
六
年

　
西
川

　
満

　
作
詞

　
　
黛

　
敏
郎

　
作
曲

　
　
オ
ラ
ト
リ
オ
（
聖
譚
曲
）
日
蓮
聖
人

　
七
百
五
十
遠
忌
事
業
に
て
初
演
さ
れ
、　
平
成
二
十
五
年
に
藻
原
寺
に
よ
り
再
演
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
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一
般
向
け

３
、
三
波
春
夫
　
　
大
日
蓮
　
昭
和
五
十
三
年
　
　
入
手
困
難

４
、
日
蓮
大
聖
人
讃
歌
　
　
た
ち
ば
な
の
譜
　
　
企
画
　
堂
坂
義
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
詞
　
堂
坂
義
臣
　
作
曲
　
池
田
四
郎

５
、
合
掌
で
の
光
を
　
　
下
津
圭
子
（
歌
）　
　 

作
詞
　
和
田
妙
尚
　
作
曲
　
小
西
悠
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
援
　
身
延
山
久
遠
寺
　
池
上
本
門
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
薦
の
言
葉

　
日
蓮
宗
管
長

　
金
子
日
威

　
　
協
賛

　
日
蓮
宗
新
聞
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
制
作

６
、
静
岡
中
部
宗
務
所
委
嘱

　
讃
仏
か
ぞ
え
う
た

　
　
作
詞

　
峯

　
陽

　
作
曲

　
小
林
秀
雄

　
非
常
に
親
し
み
や
す
く
歌
詞
も
法
華
経
の
教
え
が
、
平
易
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
日
蓮
宗
仏
讃
歌
集
に
は
、
入
っ
て
い
な

い
。ひ

と
つ
と
や

　
ひ
と
は
容
姿
こ
そ
違
っ
て
も

　
心
は
ひ
た
す
ら

　
み
仏
に

ふ
た
つ
と
や

　
ふ
し
ぎ
な
も
の
で
す

　
信
心
は

　
こ
の
世
の
花
を
実
ら
せ
る

み
っ
つ
と
や

　
み
ん
な
が
一
人
の
た
め
に
な
り

　
一
人
が
み
ん
な
の
た
め
に
な
る

以
下
略
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57 宗教音楽と教化（西口）

７
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
　
日
蓮
宗
仏
教
讃
歌
集
（
楽
譜
）　
　
池
田
四
郎
氏
編
集
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
寺
院
に
配
布

８
、
平
成
六
年
　
七
百
五
十
遠
忌
記
念
Ｃ
Ｄ
　
日
蓮
宗
の
歌

　
こ
の
企
画
に
お
い
て
、
宗
歌
　
四
弘
誓
願
な
ど
の
仏
讃
歌
Ｃ
Ｄ
を
全
寺
院
・
教
会
結
社
に
配
布

　
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
　
今
は
と
び
た
つ
と
き
　
　
作
詞
　
高
橋
純
子
　
作
曲
　
勝
田
佳
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
　
小
坂
明
子

９
、
平
成
二
十
八
年

　
　
仏
讃
歌
Ｃ
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
道
部
企
画

　
　
ソ
プ
ラ
ノ

　
西
口
彰
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ア
ノ

　
　
津
島
圭
祐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
蓮
宗
新
聞
社

10
、　
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
二
日

　
仏
讃
歌
奉
納
演
奏

　
七
月
に
開
館
し
た
妙
建
寺
あ
ん
の
ん
ホ
ー
ル
に
て

　
仏
讃
歌
Ｃ
Ｄ
完
成
記
念
の
演
奏
会
を
開
い
た
。

　
ソ
プ
ラ
ノ

　
西
口
彰
子

　
ピ
ア
ノ

　
　
津
島
圭
祐
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お
会
式
に
は
、
演
奏
家
を
招
き
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
催
し
ま
す
が
、
必
ず
宗
歌
、
仏
讃
歌
を
入
れ
、
集
ま
っ
た
檀
信
徒
と
と
も
に
歌
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
宗
門
内
に
は
、
合
唱
団
を
組
織
し
て
教
化
活
動
さ
れ
て
い
る
寺
院
は
多
い
と
思
う
の
で
す
が
、
活
動
情
報
を
公
開
し
て
、
も
っ
と
普
及

す
れ
ば
、
布
教
の
一
方
法
と
し
て
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。
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